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衆
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院
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員
木
原
実
君
提
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石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
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の
安
全
性
に
関
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質
問
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対
し
、
別
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付
す
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。 内
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三 

 
衆
議
院
議
員
木
原
実
君
提
出
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
安
全
性
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

1 

御
指
摘
の
装
置
は
、
配
管
に
生
じ
る
ひ
ず
み
を
測
定
す
る
た
め
の
カ
ー
ル
ソ
ン
型
表
面
ひ
ず
み
計
で
あ 

 

り
、
本
体
は
配
管
外
壁
に
取
り
付
け
、
リ
ー
ド
線
端
部
は
点
検
ボ
ッ
ク
ス
内
に
収
納
し
た
も
の
で
あ
る
。
当 

 

該
装
置
の
設
置
工
事
の
実
施
者
は
、
日
本
鋼
管
株
式
会
社
で
あ
り
、
機
器
の
製
造
者
は
、
株
式
会
社
土
木
測 

 

器
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。 

2 

当
該
装
置
は
、
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
設
置
を
義
務
付
け
ら

れ
た
も
の
で
は
な
い
。 

な
お
、
当
該
装
置
は
、
規
則
第
二
十
八
条
の
三
十
第
一
号
に
規
定
す
る
制
御
機
能
を
有
す
る
安
全
制
御
装 

 

置
で
は
な
い
。 



8 

当
該
装
置
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
完
成
検
査
の
申
請
は
な
さ
れ
る
に
至
つ
て
い
な
い
。 

7 

当
該
装
置
は
、
消
防
法
第
十
一
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
く
完
成
検
査
時
に
検
査
を
受
け
る
こ
と
と
な
つ 

て
い
る
。 

3
か
ら

6
ま
で 

当
該
装
置
に
係
る
部
分
は
、
消
防
法
第
十
四
条
の
三
の
二
の
適
用
を
受
け
る
も
の
で
は
な 

 
い
。
新
東
京
国
際
空
港
公
団
（
以
下
「
公
団
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
昭
和
五
十
一
年
五
月
十
五
日
に
保
安
維
持

の
た
め
の
保
守
点
検
を
実
施
し
た
際
、
設
置
さ
れ
て
い
る
ひ
ず
み
計
の
う
ち
二
箇
所
の
も
の
に
障
害
の
あ
る 

 

こ
と
を
発
見
し
た
。
そ
の
障
害
は
、
当
該
装
置
の
設
置
時
に
お
け
る
防
湿
処
置
が
不
十
分
で
あ
つ
た
た
め
、 

 

水
分
が
浸
入
し
電
気
的
絶
縁
不
良
を
起
こ
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
該
装
置
に
係
る
修
理
は
、
昭
和
五
十
一
年 

 

九
月
二
日
か
ら
同
年
九
月
八
日
ま
で
の
間
、
日
本
鋼
管
株
式
会
社
に
よ
り
行
わ
れ
、
必
要
な
範
囲
を
掘
削 

 
 

し
、
当
該
装
置
に
か
え
て
同
型
の
装
置
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
。 

な
お
、
公
団
に
お
い
て
は
、
今
後
と
も
十
分
な
配
慮
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

四 

 



三
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

2 

昭
和
四
十
八
年
七
月
十
一
日
以
降
に
お
い
て
行
わ
れ
た
既
設
部
分
に
係
る
他
工
事
は
、
次
の
と
お
り
で
あ 

1 

本
格
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
千
葉
市
内
に
お
け
る
既
設
部
分
（
以
下
「
既
設
部
分
」
と
い
う
。
）
に
関
し
、
公
団
に

お
い
て
昭
和
四
十
八
年
七
月
十
一
日
以
降
に
行
つ
た
保
守
点
検
の
実
績
は
次
の
と
お
り
と
聞
い
て
い
る
。 

当
該
装
置
の
修
理
に
関
し
て
は
、
消
防
法
上
の
手
続
を
必
要
と
し
な
い
。 

緊
急
し
や
断
弁
の
可
動
部
の
グ
リ
ー
ス
交
換
、
点
検
箱
内
の
清
掃
等
を
二
回
、
ひ
ず
み
測
定
及
び
沈
下
測 

 

定
を
三
回
、
電
気
防
し
よ
く
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
点
検
及
び
管
対
地
電
位
測
定
を
四
回
、
導
管
内
面
保
護
用
窒
素 

 

ガ
ス
封
入
圧
測
定
及
び
ガ
ス
補
充
を
一
回
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
結
果
、
現
在
、
既
埋
設
導
管
に
影
響
を
及 

 

ぼ
す
よ
う
な
異
常
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。 

な
お
、
圧
力
計
、
ガ
ス
検
知
器
、
テ
レ
コ
ン
及
び
テ
レ
メ
ー
タ
ー
は
設
置
し
て
い
な
い
。 

五 

 



         

3 

公
団
に
お
い
て
は
、
所
要
の
手
続
を
経
た
後
に
標
識
等
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

る
。 

六 

 



 

七 

四
に
つ
い
て 

御
質
問
に
関
し
て
は
、
現
在
係
属
中
で
あ
る
訴
訟
に
係
る
も
の
で
あ
る
の
で
所
見
を
述
べ
る
こ
と
を
差
し
控 

 

え
た
い
。 

右
答
弁
す
る
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